↑　上（下）余白30ミリ

←左余白25ミリ　　　　　　　原稿用紙はB5サイズです　　　　　 右余白25ミリ→
環境保全と農業教育との関わり題名は太字明朝体14ポイント
　　　　　　　　　　　　　栽培技術と環境教育　副題は12ポイント
※上記の題名～下記のキーワードまではセンタリングする。
○京都 太郎１，大阪 花子2，埼玉 三郎3　氏名・所属は10.5ポインﾄ
KYOTO Taro, OSAKA Hanako, SAITAMA Saburo
日本農業教育大学１，なにわ農業高等学校２，浦和小学校３
【キ－ワード】　栽培技術，環境教育，意識調査，地球温暖化　５語以内
標題と本文は１行開けて下さい。
１　研究の背景および目的　章の見出は太字ゴシック10.5ポイント
　近年，農業の重要性が叫ばれており，・・・。
（本文は明朝体10.5ポイント。段組なしで，１行当たりの文字数は38，行数は39を標準としますが，適宜変更してもかまいません。原稿は，4ページ以内で作成して下さい。）
宇治(2011)は・・・・・と述べている１）。引用文献は上ツキ
２　調査方法
（１）調査地について
　京都と大阪・・・・・・。調査地を表１に示す。
１）調査項目
① 京都と大阪において・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
② 地元小中学校における・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・。
２）調査期間
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
（２）分析について
　それぞれのデーターを・・・・・・・・。
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・。
３　結　果
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　表１　京都の・・・・・・・・図表の表題は太字ゴシック9ポイント
	
	
	

	　

	
	


	


　　　　　　　　　　　　　　　　　
　図１　大阪における・・・・図表はページの天地に配置
表の題は表の上に，図の題は図の下に置く。題の末にはピリオドや句点（．や。）は付けない。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
これらの・・・・・・・・・・・を図１に示す。
これらの結果より，・・・・・は・・・・・であり，・・・・・・はであった。したがって，・・・・・・は・・・・・・とであることが明らかとなった。
４　考　察
　関西地区の栽培状況を・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
梅田・堺（2012）は，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・としている２）。
一方，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
５　まとめ
　本研究では・・・・・・・・のことが明らかになった。・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
引用文献
1） 宇治 茶（2011）近代の農業教育．農業教育出版．東京．pp.130-135．
2） 梅田 岳・堺 和泉（2012）関西地区の栽培状況．日本農業教育学会誌．40(2)：10-18．
文献は，著者名，（年号），表題（省略可），雑誌名（書名），巻（ゴチック指定する）の順に記載する。（引用文献の記載方法は，学会誌およびWebサイトに掲載されている「日本農業教育学会誌　執筆要領」も参考にしてください。）
　下余白３０ミリ
　　　　↓

